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L E D を用 いた照 明装置や直下型の L E D バ ックライ ト装置 お よび このバ ックライ ト装置 を備 える液
晶表示装置 において、 L E D 実装基板 に個 別 に着脱 自在 な構成 とされ る L E D パ ッケー ジを提供 し、 こ
の L E D パ ッケー ジ を搭載 した L E D 実装 基板 を並設 す る ことで実装効率 と経 済性 に優 れ た照 明装置 や
L E D バ ックライ ト装置 を提 供 し、 このバ ック ライ ト装置 を用 いて製造 コス トを低減可能 な液 晶表示装
置 を提供す るために、 円錐螺子状の カ ソー ド端子 とこの 円錐台の頂部 に設 ける平面状の ア ノー ド端子 と
を備 える雄 型電極端子 T A を有す る L E D パ ッケー ジ 1 と し、 L E D 実装基板 に、 この雄 型電極端子 に
螺合す る雌 型電極端子 T B を設 け、 円錐螺子状の接続 端子 を介 して、それ ぞれ の L E D パ ッケー ジ 1 が
個別 に着脱 自在 とな る構成の照 明装置 および L E D バ ックライ ト装置 4 と した。



明 細 書

発 明の名称 ：

L E D パ ッケー ジ、照明装置、 L E D バ ックライ ト装置 および液晶表示装

置

技術分野

[0001 ] 本発 明は、 L E D 光源 を備 えた L E D パ ッケー ジ、 この L E D パ ッケー ジ

を備 えた照明装置や L E D バ ックライ ト装置 、および このバ ックライ ト装置

を備 えた液晶表示装置 に関す る。

背景技術

[0002] 近 年、発光効率の向上や発光量の増加 と共に、寿命が長 く消費電力が小 さ

くて、環境 にや さ しいとされ る L E D (L i ght Emi t t i ng Di ode ：発光 ダイ

オー ド） を用 いた照明装置が実用化 され つつある。また、青色 L E D チ ップ

が開発 され て以来、 この青色 L E D チ ップと、 この L E D チ ップか らの光 に

励起 され て所定波長の励起光 を発光す る蛍光体 と、を組み合わせて 白色発光

す る白色 L E D 光源や、青色 L E D チ ップと緑色 L E D チ ップと赤色 L E D

チ ップとの三原色の L E D チ ップを用 いて 白色光 を合成す る白色 L E D 光源

が開発 され ている。

[0003] そのために、照明装置や液晶表示装置 な どのバ ックライ トと して、 この 白

色 L E D 光源 を配設 した L E D 照 明装置が用 い られ ている。また、液晶表示

装置 な どのバ ックライ トと しては、表示画面の後面に光源 を配置す る直下型

のバ ックライ ト装置 と、表示画面の側部 に光源 を配置 し表示画面の後面に導

光板 を設置 して、表示画面の側部か ら導光板 に光 を入射 して、導光板 内を反

射 させなが ら導光板の発光面か ら面状 に発光 させ るエ ッジライ ト型のバ ック

ライ ト装置が知 られ ている。

[0004] エ ッジライ ト型のバ ックライ ト装置 は、表示画面の側部 に光源部 を設 け、

表示画面の後方 に板状の導光板 を設置す る構成なので、薄型化が容易であ り

、液晶表示装置 な どの薄型化 に とって好ま しい。また、直下型のバ ックライ



ト装置は、表示画面の後面に光源を設置 して直に照明 しているので、高輝度

照明が容易であ り、発光輝度のェ リァ毎の制御 も容易となって好ま しい。

[0005] また、それぞれの L E D 光源は、サブマウン ト基板に L E D チ ップを搭載

してその上を透明樹脂、あるいは所定の蛍光体を配合 した透明樹脂で封止 し

てパ ッケージ化 された L E D パ ッケージか らな り、この L E D パ ッケージを

、 L E D 実装基板に複数一体に設置 して所定形状の発光部材を形成 している

[0006] また、複数の L E D パ ッケージを搭載 した L E D 実装基板を多数並設 して

、直下型バ ックライ ト装置等の大きな発光面積の照明装置を構成する。その

ために、 L E D パ ッケージを装着 した り交換 した りする際には、複数の L E

D パ ッケージが搭載 された L E D 実装基板を単位 として行 う。

[0007] そのために、 L E D 実装基板を並設するメイ ン基板に対 して、それぞれの

L E D 実装基板の着脱を容易とするための工夫がなされてお り、例 えば、 L

E D とこの L E D を駆動するのに必要な電気部品を一体に装着 したサブプリ

ン ト基板を親基板に対 して着脱容易としたバ ックライ ト装置が既に公開され

ている （例 えば、特許文献 1 参照）。

先行技術文献

特許文献

[0008] 特許文献1 ：特開昭 6 3 — 4 9 7 8 7 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0009] L E D パ ッケージを搭載 した L E D 実装基板がメイ ン基板に着脱容易であ

れば、実装効率がよくな り、交換作業も容易となる。 しか し、 1 枚の L E D

実装基板に複数の L E D パ ッケージを搭載 している場合は、 1 個の L E D パ

ッケージに不良が生 じると L E D 実装基板単位で交換する必要が生 じるので

、問題のない L E D パ ッケージまで交換することになつて しまい不経済 とな

る。



[001 0 ] また 、 L E D 照 明装置 や L E D バ ック ライ ト装置 の生産性 を上 げるため に

は、複 数 の L E D パ ッケー ジを搭載 した L E D 実装基板 を一体 的 に装着可能

で あるだ けで はな く、不 良な L E D パ ッケー ジは直 ちに良品 と交換 で きるよ

うに、それ ぞれ の L E D パ ッケー ジを個 別 に交換容 易 な構 成 で ある ことが好

ま しい。

[001 そのため に、 L E D 光源 を、サ ブマ ウ ン ト基板 と L E D チ ップ と封止樹脂

と電極 端子 とを組み 付 けて一体 化 した L E D パ ッケー ジか ら構 成 し、 さ らに

、 この L E D パ ッケー ジを L E D 実装基板 に対 して個 別 に着脱 自在 な構 成 と

す る ことが好 ま しい。

[001 2 ] そ こで本発 明 は、上記 問題 点 に鑑み 、 L E D を用 いた照 明装置 や直下型の

L E D バ ック ライ ト装置 お よび このバ ック ライ ト装置 を備 える液 晶表 示装置

にお いて、 L E D 実装基板 に個 別 に着脱 自在 な構 成 とされ る L E D パ ッケ一

ジを提 供 し、 この L E D パ ッケー ジを搭載 した L E D 実装基板 を並設す る こ

とで実装効率 と経済 性 に優れ た照 明装置 や L E D バ ック ライ ト装置 を提 供 し

、 このバ ック ライ ト装置 を用 いて製造 コス トを低減 可能 な液 晶表 示装置 を提

供す る ことを 目的 とす る。

課題を解決するための手段

[001 3] 上 記 目的 を達成す るため に本発 明 は、 L E D チ ップ と、該 L E D チ ップを

実装す るサ ブマ ウ ン ト基板 と、前 記 L E D チ ップを駆動す るための電極 端子

と、前 記 L E D チ ップを封止す る封止樹脂 とを備 えてパ ッケー ジ化 され た L

E D パ ッケー ジにお いて、前 記 電極 端子 が L E D 側 力 ソ一 ド端子 と L E D 側

ア ノー ド端子 とを備 え、 これ らの両端子 を前 記サ ブマ ウ ン ト基板 の前 記 L E

D チ ップ実装 面 とは反 対側 の裏 面側 に円錐 台状 に突設 した雄 型電極 端子 と し

て設 ける と共 に、前 記 力 ソー ド端子 は、前 記雄 型電極 端子 の側 面 に設 け られ

た 円錐 螺子状端子 で あ り、前 記 ア ノー ド端子 は、前 記 円錐 台の頂部 に設 け ら

れ た平面状端子 とされ て いる ことを特徴 と して いる。

[001 4] この構 成 に よる と、 L E D パ ッケー ジを取 り付 ける基板側 に、 L E D パ ッ

ケー ジが備 える雄 型電極 端子 と接続 す る雌 型の電極 端子 を設 け、雄 型の L E



D 側電極端子 を雌型の基板側電極端子にね じ込むように して装着 して、それ

ぞれのカソ一 ド端子 とアノー ド端子 とを電気的に接続す ることができる。そ

のために、円錐台状の電極端子 を介 して着脱 自在な L E D パ ッケー ジを得 る

ことができる。

[001 5 ] また本発明は上記構成の L E D パ ッケー ジにおいて、前記 L E D パ ッケ一

ジは、 さらに、着脱用工具に接続 され るアタッチメン トが係合す る被係合部

を備 えていることを特徴 と している。 この構成によると、着脱用工具が備 え

るアタッチメン トを L E D パ ッケー ジの被係合部に係合 させて着脱操作 を行

うことができるので、 L E D パ ッケー ジの着脱操作の 自動化 を図ることがで

さる。

[001 6] また本発明は上記構成の L E D パ ッケー ジにおいて、前記被係合部は、前

記サ ブマウン ト基板の外形外枠であって、該外枠が前記ァタツチメン 卜が有

す る係合凹部に嵌合す る外形形状 とされ ることを特徴 と している。 この構成

によると、サ ブマウン ト基板の外形外枠にァタツチメン トを嵌め込んで L E

D パ ッケー ジの着脱操作 を行 うことができる。

[001 7] また本発明は上記構成の L E D パ ッケー ジにおいて、前記被係合部は、前

記封止樹脂の固化外形であって、該固化外形が前記ァタツチメ ン 卜が有す る

係合凹部に嵌合す る外形形状 とされ ることを特徴 と している。 この構成によ

ると、封止樹脂の外形にァタツチメ ン トを嵌め込んで L E D パ ッケー ジの着

脱操作 を行 うことができる。

[001 8 ] また本発明は上記構成の L E D パ ッケー ジにおいて、前記封止樹脂の上部

に拡散 レンズを搭載 し、該拡散 レンズが前記アタッチメン トが有す る係合凹

部に嵌合す る外形形状 とされ ることを特徴 と している。 この構成によると、

拡散 レンズの外形にァタツチメ ン トを嵌め込んで L E D パ ッケー ジの着脱操

作 を個別に行 うことができる。

[001 9] また本発明は、請求項 1 か ら 5 のいずれかに記載 された L E D パケー ジを

複数搭載 した L E D 実装基板 を並設 して発光面を形成 し、前記 L E D 実装基

板は、前記 L E D パ ッケー ジが備 える雄型電極端子に螺合す る雌型電極端子



を備え、前記雌型電極端子は、その内周側面部を、前記雄型電極端子の円錐

台状の側面に設けられた L E D側力ソ一 ド端子と螺合する基板側力ソ一 ド端

子とし、前記雌型電極端子の底面部を、基板側ア ノー ド端子とした照明装置

であることを特徴 としている。

[0020] この構成によると、個別に着脱可能な L E Dパ ッケージを搭載 した L E D

実装基板を並設 して発光面を形成 して、実装効率と経済性に優れた照明装置

を得ることができる。

[0021 ] また本発明は、液晶パネルの後方か らL E Dが発光する光を照射する L E

Dバ ックライ ト装置であって、請求項 1 か ら5 のいずれかに記載された L E

Dパケージを複数搭載 した L E D実装基板を並設 して発光面を形成 し、前記

L E D実装基板は、前記 L E Dパ ッケージが備える雄型電極端子に螺合する

雌型電極端子を備え、前記雌型電極端子は、その内周側面部を、前記雄型電

極端子の円錐台状の側面に設けられた L E D側力ソ一 ド端子と螺合する基板

側力ソー ド端子とし、前記雌型電極端子の底面部を、基板側ア ノー ド端子と

したことを特徴 としている。

[0022] この構成によると、 L E Dパ ッケージが備える雄型電極端子と L E D実装

基板に設ける雌型電極端子とを螺合 して、それぞれの L E Dパ ッケージを L

E D実装基板に実装することができる。また、個別に着脱可能な L E Dパ ッ

ケージを搭載 した L E D実装基板を並設 して発光面を形成 して、実装効率と

経済性に優れた L E Dバ ックライ ト装置を得ることができる。

[0023] また本発明は上記構成の L E Dバ ックライ ト装置において、前記雄型電極

端子を前記雌型電極端子に螺合 したときに、円錐台状の前記カソー ド端子が

前記基板側力ソ一 ド端子に密着 した状態で、前記ァノー ド端子が前記基板側

ア ノー ド端子に当接することを特徴 としている。この構成によると、円錐螺

子状のカソ一 ド端子をね じ込んで装着する操作で、自動的にア ノー ド端子同

士も接続可能となって、実装操作が容易となる L E Dバ ックライ ト装置を得

ることができる。

[0024] また本発明は上記構成の L E Dバ ックライ ト装置において、前記 L E Dパ



ッケージが備える被係合部に、着脱用工具に接続されるァタツチメン 卜が有

する係合部が係合して、複数の前記 L E D実装基板が並設された状態で前記

着脱用工具を用いて、前記 L E Dパッケージが前記 L E D実装基板に対して

それぞれ個別に着脱自在とされることを特徴としている。この構成によると

、所定のアタッチメン トを有する着脱用工具を用いて、 L E Dパッケージを

自動的に着脱できるので、さらに実装操作が容易な L E Dバックライ ト装置

を得ることができる。

[0025] また本発明は上記構成の L E Dバックライ ト装置において、前記被係合部

は、前記 L E Dパッケージが備えるサブマウン ト基板の外形外枠、封止樹脂

の固化外形、もしくは、拡散レンズの外形形状であって、これらの外形が前

記ァタツチメン トが有する係合凹部に嵌合する外形形状とされることを特徴

としている。この構成によると、サブマウン ト基板の外形外枠にアタッチメ

ン トを係合させたり、封止樹脂の固化外形にアタッチメン トを係合させたり

して、着脱用工具を装着できるので、 L E D実装面の上部から勅脱用工具を

用いた着脱操作を行うことができる。

[0026] また本発明は、液晶パネルと請求項 7 から 1 0 のいずれかに記載された L

E Dバックライ ト装置を備えた液晶表示装置としたことを特徴としている。

この構成によると、個々の L E Dパッケージの着脱操作が容易で実装効率と

経済性に優れたバックライ ト装置を用いて製造コス トを低減可能な液晶表示

装置を得ることができる。

発明の効果

[0027] 本発明によれば、円錐螺子状の力ソ一 ド端子とこの円錐台の頂部に設ける

平面状のァノ一 ド端子とを備える L E Dパッケージとしたので、円錐台状の

端子を介して、それぞれの L E Dパッケージが個別に着脱自在な構成となる

。そのために、この L E Dパッケージを搭載した L E D実装基板を並設する

ことで実装効率と経済性に優れた照明装置や L E Dバックライ ト装置を得る

ことができ、このバックライ ト装置を用いて製造コス トを低減可能な液晶表

示装置を得ることができる。



図面の簡単な説明

[0028] [図1] 本発明に係る L E D パッケージを示す概略説明図である。

[図2] 本発明に係る L E D パッケージの着脱操作を示す概略説明図である。

[図3A] サブマウン ト基板の外形外枠を係合部とする例を示す概略説明図であ

る。

[図3B] 封止樹脂の固化外形を係合部とする例を示す概略説明図である。

[図4] 本発明に係る L E D バックライ ト装置の要部拡大説明図である。

[図5] 液晶表示装置の分解斜視図である。

[図6] 液晶表示装置を搭載 したテレビ受信装置の分解斜視図である。

発明を実施するための形態

[0029] 以下に本発明の実施形態を図面を参照 して説明する。また、同一構成部材

については同一の符号を用い、詳細な説明は適宜省略する。

[0030] まず、図 1 を用いて本発明に係る L E D パッケージの一例について説明す

る。

[0031 ] 図 1 に示す L E D パッケージ 1 は、サブマウン ト基板 1 1 と、該サブマウ

ン ト基板 1 1 に実装された L E D チップ 1 2 と、 1_ 巳0 チップ 1 2 を封止す

る封止樹脂 1 3 とを備えてパッケージ化されている。また、 L E D チップ 1

2 を駆動するための電極端子 T A を、サブマウン ト基板 1 1 の L E D チップ

実装面とは反対側の裏面側に設けている。

[0032] また、本実施形態では、電極端子 T A を雄型の電極端子とし、 L E D 実装

基板側に設ける雌型の電極端子 T B に接続する構成としている。このように

、これ らの雄雌型電極端子を介 して、 L E D パッケージ 1 を L E D 実装基板

に着脱容易としている。

[0033] また、それぞれの電極端子はカソー ド端子とアノー ド端子を備えているが

、本実施形態では、 L E D パッケージ 1 の電極端子 T A を円錐台状に突設さ

れた雄型電極端子とし、 L E D側力リ一 ド端子 1 4 A をこの円錐台状の側面

に設けられた円錐螺子状端子とし、 L E D側アノー ド端子 1 5 A を、円錐台

の頂部に設けられた平面状端子としている。



[0034] そのために、 L E D実装基板側に設ける電極端子 T B は、雄型 （雄螺子型

) の電極端子 T A に嵌合する雌型 （雌螺子型）の電極端子であって、その内

周側面部を基板側力ソ一 ド端子 1 4 B とし、底面部を基板側ァノー ド端子 1

5 B としている。

[0035] また、 L E D側力ソ一 ド端子 1 4 A と L E D側ァノ一 ド端子 1 5 A は、そ

れぞれサブマウン ト基板に形成された電極と電気的に接続された構成であり

、 L E D実装基板側の電極端子 T B を介して、所定の L E D駆動経路が形成

される。

[0036] 上記の構成であれば、雄型の円錐螺子状電極端子 T A を雌型の電極端子 T

B にね じ込むようにして装着して、側面の螺子部に設けた L E D側カソ一 ド

端子 1 4 A と基板側力ソー ド端子 1 4 B とを電気的に接続する。また、最後

までね じ込むと、 L E D側アノー ド端子 1 4 B と基板側アノー ド端子 1 5 B

とが当接して電気的に接続される構成としている。

[0037] このときに、 L E D側アノー ド端子 1 4 B と基板側アノー ド端子 1 5 B と

のいずれか一方もしくは両方が、当接する方向に弾性を有する構成であって

もよい。このように、雄型の円錐螺子状電極端子 T A と雌型の電極端子 T B

を備えた接続構成であれば、円錐台状の電極端子を介して着脱自在な L E D

パッケージとなる。

[0038] また、それぞれの L E Dパッケージ 1 が L E D実装基板側の電極端子に着

脱自在であるので、それぞれの L E Dパッケージ 1 をそれぞれ個別に、取り

外し、取付け自在な構成となる。そのために、図 2 に示すように、複数の L

E Dパッケージ 1 ( 1 A 、 1 B 、 C - ) を実装基板 2 に組み込んで一

体の照明装置や発光装置を形成した後でも、それぞれの L E Dパッケージ 1

を個別に取り外して、新しい別の L E Dパッケージに交換可能な構成となる

[0039] また、 L E Dパッケージ 1 力、 電動 ドライバなどの着脱用工具 T L に接続

されるアタッチメン トA T が係合する被係合部を備えている構成であれば、

着脱用工具 T L が備えるアタッチメン トA T を L E Dパッケージ 1 の被係合



部 に係合 させて着脱操作 を行 うことができるので、着脱操作の 自動化 を図る

ことができて好ま しい。

[0040] ア タ ッチメン トA T が係合す る被係合部 は、 L E D パ ッケー ジ 1 を実装基

板 2 に実装す る際の上面側 に配設す る ことが好ま しいので、本実施形態では

、図 3 A に示す、サ ブマウン ト基板 1 1 の外形外枠 を利用す る例 と、図 3 B

に示す、封止樹脂 1 3 の固化外形 を利用す る例 とを採用 している。

[0041 ] 例 えば、図 3 A に示す場合では、所定形状の多角形の外形外枠 を備 えたサ

ブマウン ト基板 1 1 A と し、 この外形外枠 に係合す る係合凹部 A T a を有す

るアタ ッチメン トA T を用 いる。 この外形外枠 は例 えば四角形で も六角形

で もよ く、特 に限定 され ない。

[0042] また、図 3 B に示す場合では、所定形状の多角形の固化外形 を備 えた封止

樹脂 1 3 A と し、 この固化外形に係合す る係合凹部 A T b を有す るアタ ッチ

メン トA T 2 を用 いる。 この固化外形の形状 も例 えば四角形で も六角形で も

よ く、特 に限定 され ない。

[0043] また、封止樹脂の上部 に拡散 レンズ を搭載す る構成の L E D パ ッケー ジ 1

であれ ば、 この拡散 レンズがアタ ッチメン トA T が有す る係合凹部 に嵌合す

る外形形状 とされ ていて もよい。 この よ うな構成であれ ば、拡散 レンズの外

形にァタ ツチメン トA T を嵌め込んで L E D パ ッケー ジ 1 の着脱操作 を個別

に行 うことができる。

[0044] また、 L E D パ ッケー ジ 1 に設 ける被係合部 は、上記 したサ ブマウン ト基

板の外形外枠や封止樹脂の固化外形や拡散 レンズの外形形状以外であって も

よ く、例 えば、サ ブマウン ト基板の上面に嵌合凹部 （あるいは凸部） を設 け

た り、封止樹脂の外表面に嵌合凹部 （あるいは凸部） を設 けた りして、 これ

らの嵌合凹部 （あるいは凸部）に係合す る係合凸部 （あるいは凹部） を備 え

たアタ ッチメン トを用 いる構成 と して もよい。

[0045] 上記 した L E D パ ッケー ジ 1 を用 いた照明装置 は、 L E D パ ッケー ジ 1 を

、それ ぞれ個別 に L E D 実装基板 に対 して着脱 自在 に実装す る ことができる

。そのために、個別 に着脱可能な L E D パ ッケー ジを搭載 した L E D 実装基



板 を並設 して所定面積の発光面を形成可能 とな り、実装効率 と経済性に優れ

た照明装置 とな って好ま しい。

[0046] また、本実施形態に係 る L E D パ ッケー ジ 1 を用 いた L E D バ ックライ ト

装置 は、例 えば図 4 に示す ように、所定数、例 えば 5 個の L E D パ ッケー ジ

( 1 A 〜 1 E ) を搭載 した実装基板 2 をコネクタ 1 6 を介 して接続 して列

状に延設 し、 これ を複数段配設 して所定面積の L E D バ ックライ ト装置 4 と

され る。

[0047] この ように、複数の L E D パ ッケー ジ 1 が縦横 に所定 ピッチで配設 された

L E D バ ックライ ト装置 4 は、所定数、例 えば 5 個の L E D パ ッケー ジ 1 が

搭載 された実装基板 2 を単位 と して構成 されている。そのために、 この実装

基板 2 毎に着脱可能であ り、 L E D バ ックライ ト装置 4 に対す る L E D パ ッ

ケー ジ 1 を実装す る実装効率がよ くな り、交換作業 も容易 となる。

[0048] また、本実施形態に係 る L E D パ ッケー ジ 1 は、それぞれ実装基板 2 に対

して個別に着脱 自在な構成 と しているので、 L E D バ ックライ ト装置 4 に設

置 された実装基板 2 を取 り外す ことな く、 L E D パ ッケー ジ 1 を単独 に取 り

外 した り装着 した りす ることができる。

[0049] この ように、本実施形態によれ ば、個別に着脱可能な L E D パ ッケー ジ 1

を搭載 した L E D 実装基板 2 を並設す ることで、実装効率 と経済性に優れた

L E D バ ックライ ト装置 4 を得 ることができる。

[0050] 上記 したバ ックライ ト装置 4 を直下型のバ ックライ トと して用 いた液晶表

示装置 6 は、例 えば図 5 に示す ような構成 とされ る。また、 この液晶表示装

置 6 は、図 6 に示す液晶テ レビ7 の表示部 と して用 いることができる。なお

、 このような液晶テ レビ7 は、テ レビ放送信号 を受信 して画像 を映す ことか

ら、テ レビ受信装置 といえる。

[0051 ] 図 5 に示す ように、液晶表示装置 6 は、液晶パネル 5 と、 この液晶パネル

5 に対 して光 を供給す る L E D バ ックライ ト装置 4 と、 これ らを挟み込むハ

ウジング H G (表ハ ウジング H G 1 裏ハ ウジング H G 2 ) と、を含む。

[0052] 液 晶パネル 5 は、 T F T (Th i n F i lm Trans i stor) 等のスイ ッチング素



子を含むアクティブマ トリックス基板 5 と、このアクティブマ トリックス

基板 5 1 に対向する対向基板 5 2 とをシール材 （不図示）で貼り合わせる。

そして、両基板 5 1 5 2 の隙間に液晶 （不図示）が注入される。

[0053] なお、アクティブマ トリックス基板 5 の受光面側、対向基板 5 2 の出射

側には、偏光フィルム5 3 が取り付けられる。そして、以上のような液晶表

示パネル 5 は、液晶分子の傾きに起因する透過率の変化を利用して、画像を

表示する。

[0054] 液晶表示パネル 5 の直下に位置するL E Dバックライ ト装置 4 は、 L E D

モジュールM J 、バックライ トシャーシ4 1 、反射シー ト4 2 、拡散板 4 3

、プリズムシー ト4 4 、および、レンズシー ト4 5 を含む。 L E Dモジュ一

ルM J は、 L E D実装基板 2 の実装面 2 Uに L E Dパッケージ 1 を複数

搭載して構成される。

[0055] L E D実装基板 2 1 は、前述した L E D実装基板 2 と同様に、板状かつ矩

形状の基板であり、実装面2 U上に、複数の電極 （不図示）を並べる。そ

して、これらの電極上に、パッケージ化された L E Dパッケージ 1が実装さ

れる。 L E Dパッケージ 1 は、それぞれが、サブマウン ト基板を介して L E

Dチップが搭載されている。そして、電極とL E Dチップとは、サブマウン

ト基板を介して導通する。

[0056] なお、 L E D実装基板 2 1 における実装面2 1 Uには、保護膜となるレジ

ス ト膜 （不図示）が成膜される。このレジス ト膜は、例えば、反射性を有す

る白色とされる。なぜなら、レジス ト膜に光が入射したとしても、その光は

レジス ト膜で反射して外部に向かおうとするので、実装基板 2 による光の

吸収という光量ムラの原因が解消するためである。

[0057] また、図示するL E Dバックライ ト装置 4 では、例えば、 1枚の実装基板

2 に5 個の L E Dパッケージ 1 を列状に実装した比較的短い実装基板 2

と、 1枚の実装基板 2 に8 個の L E Dパッケージ 1 を列状に実装した比較

的長い実装基板 2 と、が搭載される。

[0058] このように、5 個の L E Dパッケージ 1の列と8 個の L E Dパッケージ 1



の列 とを 1 3 個 の L E D パ ッケー ジ 1 の列 にす るよ うに並び、 さらに、 1 3

個 の L E D パ ッケー ジ 1 の並ぶ方 向に対 して、交差 （直交等）す る方 向にも

、 2 種類の実装基板 2 1 は並ぶ （なお、 L E D パ ッケー ジ 1 の配置間隔は、

等間隔である）。また、 これ らの配置パ ター ンや L E D 光源の配設数量 は、

画面の大 きさや要求 され る輝度な どに応 じて適宜変更 され る。

[0059] これ によ り、 L E D パ ッケー ジ 1 は格子状 （別表現す ると、 L E D モ ジュ

—ル M J が面状）に配置 され 、 これ ら L E D パ ッケー ジ 1 か らの光が混 ざ り

合 って、面状光が生成 され る （なお、便宜上、異種の実装基板 2 1 の並ぶ方

向を X 方 向、同種の実装基板 2 1 の並ぶ方 向を Y 方 向 と し、 この X 方 向 と Y

方 向 とに交差す る方 向を Z 方 向 とす る）。

[0060] バ ックライ トシヤ一 シ 4 は、例 えば箱状の部材 で、底面 4 1 B に L E D

モ ジュール M J を敷 き詰め る ことで、それ ら複数の L E D モ ジュール M J を

収容す る。なお、バ ックライ トシヤ一 シ 4 の底面 4 1 B と L E D モ ジュ一

ル M J の L E D 実装基板 2 とは、不図示の リベ ッ ト等 を介 して接続 され る

。また、バ ックライ トシャー シ 4 1 の上 に、反射 シー ト4 2 、拡散板 4 3 、

プ リズム シー ト4 4 、 レンズ シー ト4 5 を この順で積み重ね ている。

[0061 ] 反射 シー ト4 2 は、反射面 4 2 U を有す る光学 シー トで、複数の L E D モ

ジュール M J に、反射面 4 2 U の裏面 を向けて覆 い被 さる。ただ し、反射 シ

— ト4 2 は、 L E D パ ッケー ジ 1 の位置 に合わせた通過 開孔 4 2 H を含み 、

反射面 4 2 U か ら L E D パ ッケー ジ 1 の発光面 を露出 させ る。

[0062] す る と、 L E D パ ッケー ジ 1 か ら出射す る光の一部が、バ ックライ トシヤ

— シ 4 1 の底面 4 1 B 側 に向か って進行 した と して も、反射 シー ト4 2 の反

射面 4 2 U によって反射 し、その底面 4 B か ら乖離す るよ うに進行す る。

したが って、反射 シー ト4 2 が存在す る ことで、 L E D パ ッケー ジ 1 の光 は

損失す る ことな く、反射面 4 2 U に対向 した拡散板 4 3 に向か う。

[0063] 拡 散板 4 3 は、反射 シー ト4 2 に重なる光学 シー トであ り、 L E D モ ジュ

ール M J か ら発せ られ る光 および反射 シー ト4 2 U か らの反射光 を拡散 させ

る。すなわ ち、拡散板 4 3 は、複数の L E D モ ジュール M J (別表現す ると



、マ トリックス配置された複数の L E Dパッケージ 1 ) によって形成される

面状光を拡散させて、液晶表示パネル 5 全域に光をいきわたらせる。

[0064] プリズムシー ト4 4 は、拡散板 4 3 に重なる光学シー トである。そして、

このプリズムシー ト4 4 は、一方向 （線状）に延びる例えば三角プリズムを

、シー ト面内にて、一方向に交差する方向に並べる。これにより、プリズム

シー ト4 4 は、拡散板 4 3 からの光の放射特性を偏向させる。なお、プリズ

ムは、 L E Dパッケージ 1 の配置個数の少ないY 方向に沿って延び、 L E D

パッケージ 1 の配置個数の多いX 方向に沿って並ぶ。

[0065] レンズシー ト4 5 は、プリズムシー ト4 4 に重なる光学シー トである。そ

して、このレンズシー ト4 5 は、光を屈折散乱させる微粒子を内部に分散さ

せる。これにより、レンズシー ト4 5 は、プリズムシー ト4 4 からの光を、

局所的に集光させることなく、明暗差 （光量ムラ）を抑える。

[0066] そして、以上のような L E Dバックライ ト装置 4 は、複数の L E D モジュ

—ルM J によって形成される面状光を、複数枚の光学シー ト4 3 〜 4 5 を通

過させ、液晶パネル 5 に供給する。これにより、非発光型の液晶パネル 5 は

、 L E Dバックライ ト装置 4 からの光 （バックライ ト光）を受光して表示機

能を向上させる。

[0067] 上記した構成の L E Dバックライ ト装置 4 においては、複数の L E Dパッ

ケージ 1 を、例えば格子状や千鳥状に配設して、面状の発光体を形成してい

る。そのために、点状光源である L E Dパッケージ 1 に不良品が混在 してい

たり故障が発生していたりすると、所定の発光強度が得られず、表示品位が

低下する要因となる。

[0068] そのために、直下型の L E Dバックライ ト装置およびこのバックライ ト装

置を備える液晶表示装置において、大画面の表示装置を製造する製造コス ト

を低減するため、また、メインテナンスを容易とするためには、 L E Dパッ

ケージをそれぞれ個別に着脱自在であることが好ましい。そこで、円錐螺子

状の電極端子を備えて L E D実装基板に個別に着脱自在な構成とされる L E

Dパッケージ 1 を用いることで、実装効率と経済性に優れた L E Dバックラ



ィ ト装置 4 を得ることができ、このバックライ トを用いて製造コス トを低減

可能な液晶表示装置 6 を得ることができる。

[0069] 上記 したように、本発明によれば、円錐螺子状の力ソー ド端子とこの円錐

台の頂部に設ける平面状のアノー ド端子とを備える L E D パッケージ 1 とし

たので、円錐台状の端子を介 して、それぞれの L E D パッケージが個別に着

脱自在な構成となる。

[0070] また、この L E D パッケージ 1 を搭載 した L E D 実装基板を並設すること

で実装効率と経済性に優れた照明装置や L E D バックライ ト装置を得ること

ができ、このバックライ ト装置を用いて製造コス トを低減可能な液晶表示装

置を得ることができる。

産業上の利用可能性

[0071 ] そのために、本発明に係る L E D パッケージおよび L E D バックライ ト装

置は、多数の L E D パッケージを用いると共に、製造コス トを低減 し、さら

に、表示品位を安定させて信頼性の向上を図ることを目指す液晶表示装置の

L E D バックライ ト装置に好適に利用可能となる。

符号の説明

1 L E D パッケージ

2 L E D 実装基板

2 1 L E D 実装基板

4 L E D バックライ ト装置

5 液晶パネル

6 液晶表示装置

7 液晶テレビ

1 1 サブマウン ト基板

1 2 L E D チップ

1 3 封止樹脂

1 4 A L E D側力ソー ド端子

1 4 B 基板側力ソー ド端



5 A L E D 側 ア ノー ド端子

5 B 基板側 ア ノー ド端子

A T ア タ ッチ メ ン ト

A T a 係合凹部

A T b 係合凹部

T A 電極端子 （雄型）

T B 電極端子 （雌型）

T L 着脱用工具



請求の範囲

L E D チ ップと、該 L E D チ ップを実装す るサ ブマウン ト基板 と、前

記 L E D チ ップを駆動す るための電極端子 と、前記 L E D チ ップを封

止す る封止樹脂 とを備 えてパ ッケー ジ化 された L E D パ ッケー ジにお

いて、

前記電極端子が L E D 側 力 ソ一 ド端子 と L E D 側 ァノー ド端子 とを

備 え、 これ らの両端子 を前記サ ブマウン ト基板の前記 L E D チ ップ実

装面 とは反対側の裏面側 に円錐台状に突設 した雄型電極端子 と して設

けると共に、

前記カソー ド端子は、前記雄型電極端子の側面に設 けられた円錐螺

子状端子であ り、前記ア ノー ド端子は、前記円錐台の頂部に設 けられ

た平面状端子 とされていることを特徴 とす る L E D パ ッケー ジ。

前記 L E D パ ッケー ジは、 さらに、着脱用工具に接続 され るアタッチ

メ ン トが係合す る被係合部 を備 えていることを特徴 とす る請求項 1 に

記載の L E D パ ッケー ジ。

前記被係合部は、前記サ ブマウン ト基板の外形外枠であって、該外枠

が前記ァタツチメ ン 卜が有す る係合凹部に嵌合す る外形形状 とされ る

ことを特徴 とす る請求項 2 に記載の L E D パ ッケー ジ。

前記被係合部は、前記封止樹脂の固化外形であって、該固化外形が前

記ァタツチメン トが有す る係合凹部に嵌合す る外形形状 とされ ること

を特徴 とす る請求項 2 に記載の L E D パ ッケー ジ。

前記封止樹脂の上部に拡散 レンズを搭載 し、該拡散 レンズが前記ァタ

ツチメ ン トが有す る係合凹部に嵌合す る外形形状 とされ ることを特徴

とす る請求項 2 に記載の L E D パ ッケー ジ。

請求項 1 か ら 5 の いずれかに記載 された L E D パケー ジを複数搭載 し

た L E D 実装基板 を並設 して発光面を形成 し、

前記 L E D 実装基板は、前記 L E D パ ッケー ジが備 える雄型電極端

子に螺合す る雌型電極端子 を備 え、



前記雌型電極端子は、その内周側面部 を、前記雄型電極端子の円錐

台状の側面に設 けられた L E D 側 力ソ一 ド端子 と螺合す る基板側 力ソ

ー ド端子 と し、前記雌型電極端子の底面部 を、基板側アノー ド端子 と

した ことを特徴 とす る照明装置。

液晶パネルの後方か ら L E D が発光す る光 を照射す る L E D バ ックラ

ィ ト装置であって、

請求項 1 か ら 5 の いずれかに記載 された L E D パケー ジを複数搭載

した L E D 実装基板 を並設 して発光面を形成 し、

前記 L E D 実装基板は、前記 L E D パ ッケー ジが備 える雄型電極端

子に螺合す る雌型電極端子 を備 え、

前記雌型電極端子は、その内周側面部 を、前記雄型電極端子の円錐

台状の側面に設 けられた L E D 側 力ソ一 ド端子 と螺合す る基板側 力ソ

ー ド端子 と し、前記雌型電極端子の底面部 を、基板側アノー ド端子 と

した ことを特徴 とす る L E D バ ックライ ト装置。

前記雄型電極端子 を前記雌型電極端子に螺合 した ときに、円錐台状の

L E D 側 力ソ一 ド端子が前記基板側 力ソ一 ド端子に密着 した状態で、

L E D 側 ァノー ド端子が前記基板側ァノー ド端子に当接す ることを特

徵 とす る請求項 7 に記載の L E D バ ックライ ト装置。

前記 L E D パ ッケー ジが備 える被係合部に、着脱用工具に接続 され る

アタッチメン トが有す る係合部が係合 して、複数の前記 L E D 実装基

板が並設 された状態で前記着脱用工具 を用 いて、前記 L E D パ ッケ一

ジが前記 L E D 実装基板に対 してそれぞれ個別に着脱 自在 とされ るこ

とを特徴 とす る請求項 7 または 8 に記載の L E D バ ックライ ト装置。

前記被係合部は、前記 L E D パ ッケー ジが備 えるサ ブマウン ト基板の

外形外枠、封止樹脂の固化外形、も しくは、拡散 レンズの外形形状で

あって、 これ らの外形が前記ァタツチメン 卜が有す る係合凹部に嵌合

す る外形形状 とされ ることを特徴 とす る請求項 9 に記載の L E D バ ッ

クライ ト装置。



[請求項 11] 液 晶パネル と請求項 7 か ら 1 0 の いずれかに記載 された L E D バ ック

ライ ト装置 を備 えた ことを特徴 とす る液晶表示装置。
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